


　第5次西之表市長期振興計画（後期計画）がスタートし2年目となった平成27年度は、
重点推進項目である「雇用の創出、子育て支援、地域の再生」に加え、中心市街地から
市内全体への「にぎわい創出」と元気の源となる「人づくり」を中心に、各分野にお
ける諸施策の展開を図りながら行財政基盤の強化に努めてまいりました。少子高齢化
による社会保障制度の見直しや住民生活に直結する先送りとなった消費税再増税問題、
また社会環境の変化による既存産業の衰退や所得水準の低下により、雇用の場は失わ
れ、若い世代を中心に人口の流出は顕著であり、過疎化・高齢化の進展により地域の
疲弊が悩まれます。このような状況を打開すべく各種事業を展開しながら、生活基盤
の安定や雇用環境の充実、子育て支援や地域づくりなど、暮らしやすい環境づくりに
引き続き取り組んでまいります。
　平成 27 年度の一般会計決算額は、歳入 12,600,142 千円（対前年度比 2,188,666 千円、
21.0％増）、歳出 12,307,530 千円（対前年比 2,164,609 千円、21.3％増）で、このうち翌
年度に繰り越すべき財源 8,786 千円を差し引いた実質収支額は、283,825 千円の黒字と
なりました。前年度に比べ、歳入・歳出決算額ともに大幅に増加しました。その主な
要因は、災害復旧事業、汚泥再生処理センター整備事業、防災中央公民館（市民会館）
改修事業及び新種子島産婦人科医院建設事業などによるものです。

Ⅰ、平成28年度一般会計予算の状況（6月 １号補正後）
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総務費
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衛生費
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教育費
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7％

農林水産業費
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13％

地方交付税
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40％

国庫支出金
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15％

市税
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14％

県支出金
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8％

その他
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12％

諸収入
193,262
2％

歳入（内側）
歳出（外側）
（6月補正予算後）
9,916,543 千円

市税の内訳（千円）
市民税　　：541,681
固定資産税：587,404
軽自動車税：   57,301
市たばこ税：132,000
都市計画税：   23,142

区　分 平成 28 年度
予算額 執行額 執行率

一　般　会　計 9,916,543 4,085,722 41.2

特
別
会
計

国民健康保険 3,225,743 1,341,459 41.6
交通災害共済事業 2,572 483 18.8
地方卸売市場 501 36 7.2
介　護　保　険 2,031,072 868,445 42.8

後期高齢者医療保険 216,205 54,012 25.0
計 5,476,093 2,264,435 41.4

合　計 15,392,636 6,350,157 41.3
一般会計（繰越分） 322,159 80,938 25.1
合計（繰越分を含む） 15,714,795 6,431,095 40.9

各会計別予算の執行状況（平成 28 年 9月末現在）　単位：千円、％

 地方交付税の内訳（千円）
 普通交付税：3,593,975
 特別交付税：    408,354
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先



（千円）

地方交付税
4,258,122
34％

市税
1,370,497
11％

国庫支出金
2,201,196
18％

県支出金
1,147,267
9％

市債
1,928,760
15％

その他
1,432,754
11％

諸収入
261,546
2％

民生費
3,293,367
27％

総務費
2,234,461
18％公債費

1,135,521
9％

教育費
1,071,531
9％

衛生費
1,909,565
16％

その他
1,639,629
13％

農林水産業費
1,023,456
8％ （千円）

【歳入分析】
①地方交付税・・・対前年比+132,718 千円（+3.2％）と
なりました。内訳は、普通交付税が 3,710,860 千円）で
特別交付税は 547,262 千円です。
②市税・・・対前年度比△ 13,038 千円（△ 0.9％）と
なりました。主な減の要因は、市民税の対前年比△
11,163 千円です。内訳は、市民税 554,287 千円、固定資
産税 602,881 千円、軽自動車税 53,702 円、市たばこ税
135,975 千円、都市計画税 23,652 千円となります。
③国庫支出金・・・対前年度比＋ 445,166 千円（＋
25.4％）となりました。主な増の要因は、災害復旧事業費、
地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金などです。
④県支出金・・・対前年度比＋ 375,559 千円（＋ 48.7％）
となりました。主な増の要因は、種子島周辺漁業対策事
業やさとうきび産地活性化実践事業などです。
⑤市債・・・対前年度比＋ 1,044,704 千円（＋ 118.2％）
となりました。主な増の要因は、汚泥再生処理センター
整備事業、防災拠点中央公民館（市民会館）改修事業、
新種子島産婦人科医院建設事業、災害復旧事業などです。

【歳出（目的別）分析】
①民生費・・・対前年度比＋ 145,975 千円（＋ 4.6％）と
なりました。主な増の要因は、教育・保育給付費などです。
②総務費・・・対前年度比 +576,069 千円（+34.7％）と
なりました。主な増の要因は、基金の積立です。
③公債費・・・対前年度比 37,227 千円（+3.4％）となり
ました。主な増の要因は、償還元金の増による影響です。
④教育費・・・対前年度比+343,559 千円（47.2％）とな
りました。主な増の要因は、防災拠点中央公民館（市民
会館）改修事業の影響です。
⑤衛生費・・・対前年度比＋ 559,032 千円（＋ 41.4％）
となりました。増となった大きな要因は、汚泥再生処理
センター整備事業、新種子島産婦人科医院建設負担金、
種子島地区広域事務組合負担金の影響です。
⑥農林水産業費・・・対前年度比＋ 343,915 千円（＋
50.6％）となりました。主な増の要因は、種子島周辺漁
業対策事業やさとうきび生産効率化事業などです。
⑦その他経費・・・災害復旧費が対前年比 +441,336 千
円（+147.3％）となりました。

Ⅱ　平成 27 年度一般会計決算の状況

歳入決算額
　　12,600,142 千円

歳出決算額
　　12,307,530 千円



区　分 平成 27 年度決算額 翌年度へ繰越
すべき財源 実質収支歳入 歳出 差引

一　般　会　計 12,600,142 12,307,530 292,612 8,786 283,826
　
特
別
会
計
　

簡　易　水　道 118,074 116,484 1,590 0 1,590
国民健康保険 3,136,180 3,060,645 75,535 0 75,535
交通災害共済事業 2,647 2,610 37 0 37
地方卸売市場 521 479 42 0 42
介　護　保　険 2,117,976 2,116,714 1,262 0 1,262
後期高齢者医療保険 212,898 212,180 718 0 718

計 5,588,296 5,509,112 79,184 0 79,184
合　計 18,188,438 17,816,642 371,796 8,786 363,010
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【単位：百万円（地方債残高）】【単位：百万円（地方債発行額・公債費）】

平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度

地方債発行額 公債費（元利償還金） 地方債残高

各会計別の決算状況

地方債発行額及び残高、公債費（元利償還金）の推移

【単位：千円】

平成 27 年度

【分 析】 
　地方債（借入金）発行の抑制や繰上償還等により、地方債の残高は
年々減少しておりました。
　また、平成 13 年度末には 175 億円もの残高でしたが、平成 26 年
度末には 98.8 億円となり約 76 億円（43％）の縮減を図りました。
　しかしながら、平成 27 年度は、汚泥再生処理センター整備事業、
防災拠点中央公民館（市民会館）改修事業及び新種子島産婦人科医院
建設事業などに加え、平成 26 年度の繰越事業（災害復旧事業など）
により 19.3 億円の地方債を発行しており、平成 27 年度末の地方債残
高は 107.9 億円となっています。
　公債費（毎年の返済額）は、平成 21 年度から平成 24 年度まで繰上
償還を実施したこともあり、平成 15 年度の 21 億円をピークに毎年減
少し続け、平成 27 年度は 11.4 億円となっています。



野平 道実さんSuper45's の皆さん

中島 雫さん
（下西小 5年）

栁 賢士朗くん
（榕城小 4年）

羽生 功生くん
（榕城小 6年）

社会体育功労者賞
・野平  道実さん
　（柔道連盟）
優秀選手賞
・羽生  功生くん
　（榕城小 6年）
・中島  雫さん　
　（下西小 5年）
・栁  賢士朗くん
　（榕城小 4年）
奨励賞
・Super45's
　（軟式野球連盟）

　

平
成
28
年
度
西
之
表
市
体
育
協
会
表
彰

式
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、市
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
ご
尽
力
頂
い
た
個
人
、
団
体
に

贈
ら
れ
る
も
の
で
、
今
年
度
は
４
名
の
個

人
及
び
１
団
体
に
対
し
、
社
会
体
育
功
労

者
賞
、
優
秀
選
手
賞
、
奨
励
賞
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

全
国
で
も
地
方
創
生
の
動
き
が
進
む
中
、

本
市
に
お
い
て
も
様
々
な
活
動
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
、
市
で
は
東
京
大
学
や
東
北
大

学
、
京
都
大
学
な
ど
の
大
学
と
連
携
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
健
康
・
医
療
の
研
究
や
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ
等
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
鹿
児
島
大
学

は
平
成
26
年
よ
り
、
国
の
「
地
（
知
）
の

拠
点
整
備
事
業
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
）」
に
採
択
、

ま
た
平
成
27
年
度
か
ら
は
、「
地
（
知
）
の

拠
点
大
学
に
よ
る
地
方
創
生
推
進
事
業（
Ｃ

Ｏ
Ｃ
＋
）」
に
も
採
択
さ
れ
、
今
後
県
内
他

７
大
学
と
も
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
市
は
、
鹿
児
島
国
際
大
学
と
地
域

振
興
、
国
際
化
、
健
康
福
祉
の
分
野
で
包

括
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。
今
回
の

来
訪
を
機
に
、
鹿
児
島
大
学
と
も
一
次
産

業
の
振
興
や
高
等
教
育
に
お
い
て
連
携
等

の
可
能
性
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
と
も
に
市
の
課
題
解
決
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

10
月
25
日
、
平
成
28
年
度
新
規
就
農
者

懇
談
会
が
、
種
子
島
あ
ら
き
ホ
テ
ル
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

新
規
就
農
者
懇
談
会
は
、
新
た
に
農
業

を
始
め
て
か
ら
概
ね
５
年
以
内
の
方
を
対

象
に
、
今
後
の
経
営
に
役
立
つ
基
礎
知
識

の
習
得
と
、
意
見
交
換
を
目
的
に
、
昨
年

度
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
出
席
し
た
16
名
の
新
規
就
農
者
は
、

メ
モ
を
取
っ
た
り
、
質
問
し
た
り
と
、
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

10
月
30
日
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人｢

こ
す
も
」（
中

割
校
区
万
波
）
で
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

燃
料
製
造
装
置
の
実
証
開
始
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
北
川
准
教
授
（
東
北
大
学
）

が
技
術
開
発
し
た
世
界
初
の
シ
ス
テ
ム
。

イ
オ
ン
交
換
樹
脂
を
触
媒
に
、
原
料
と
な

る
廃
食
油
（
て
ん
ぷ
ら
油
）
か
ら
軽
油
の

代
替
と
な
る
高
品
質
の
燃
料
を
製
造
す
る

も
の
で
、
全
国
の
事
業
所
で
初
め
て
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
法
人
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
島
内
飲
食

店
等
の
廃
食
油
約
９
割
を
回
収
し
、
バ
イ

オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
を
製
造
し
て
き
ま
し

た
。
従
来
の
製
法
で
は
環
境
負
荷
や
品
質

等
で
課
題
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
施
設

の
実
証
開
始
に
伴
い
、
今
後
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
最
先
端
の
取
り
組

み
と
し
て
注
目
が
集
ま
る
と
と
も
に
、
持

続
的
な
社
会
モ
デ
ル
の
ひ
と
つ
と
し
て
期

待
さ
れ
ま
す
。



　

市
で
は
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
「
の

び
っ
子
」
の
平
成
29
年
度
学
校
給
食
物

資
納
入
業
者
を
、
左
記
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

【
納
入
業
者
指
定
条
件
】

①
保
健
所
の
営
業
許
可
が
あ
る
こ
と
。

（
営
業
許
可
証
の
提
出
。
た
だ
し
、
地

元
生
産
者
は
除
く
。）

②
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。（
市

税
完
納
証
明
書
の
提
出
）

③
市
場
取
引
が
確
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

（
た
だ
し
、
地
元
生
産
者
は
除
く
。）

④
冷
蔵
・
冷
凍
設
備
が
完
備
さ
れ
て
い

る
こ
と
。（
肉
類
・
魚
介
類
・
冷
凍
食

品
等
の
保
管
）

⑤
１
回
に
最
大
１
５
０
０
人
分
程
度
の

納
品
が
で
き
る
こ
と
。

⑥
電
話
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

⑦
従
業
員
の
検
便
証
明
が
学
期
に
１
回

提
出
で
き
る
こ
と
。

⑧
計
量
器
を
２
基
以
上
所
有
し
て
い
る

こ
と
。

⑨
自
動
車
を
所
有
し
、
物
品
を
納
品
で

き
る
こ
と
。
た
だ
し
、
肉
類
・
魚
介
類
・

冷
凍
食
品
等
に
つ
い
て
は
、
保
冷
能
力

の
あ
る
運
搬
車
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
。

⑩
使
用
当
日
に
、
７
時
30
分
か
ら
８
時

30
分
ま
で
に
納
品
で
き
る
こ
と
。
品
目

に
よ
っ
て
は
、
指
定
し
た
時
間
帯
に

従
っ
て
納
品
で
き
る
こ
と
。

【
指
定
納
入
品
目
】

　

肉
類
、
ハ
ム
・
ベ
ー
コ
ン
類
、
魚
介
類
、

練
製
品
、
卵
、
豆
腐
類
、
野
菜
・
果
物
類
、

調
味
料
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
麺
類
、
一
般

物
資
、
冷
凍
食
品
（
凍
菜
）、
も
や
し
類
、 

 

乳
製
品
、
乾
物
、
油

【
応
募
方
法
】

　
「
学
校
給
食
用
物
資
納
入
業
者
指
定

願
」
等
（
給
食
セ
ン
タ
ー
備
付
）
の
書

類
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
関
係
す

る
証
明
書
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

【
提
出
期
限
】

　

12
月
26
日
（
月
）
17
時
15
分
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
３
‐
５
６
６
１

　

市
内
の
旧
中
学
校
跡
地
施
設
空
教
室

等
に
つ
い
て
、
平
成
29
年
度
契
約
開
始

分
の
利
活
用
を
希
望
す
る
個
人
及
び
団

体
を
募
集
し
ま
す
。
次
の
要
領
に
よ
り

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
対
象
と
な
る
旧
中
学
校
跡
地
施
設
】

・
旧
国
上
中
学
校（
国
上
３
１
７
５
番
地
）

　

旧
家
庭
科
室　

90
㎡

　

旧
音
楽
室　

90
㎡

　

旧
理
科
準
備
室　

45
㎡

　

旧
テ
ニ
ス
部
部
室　

10
㎡

　

旧
用
務
員
室
及
び
保
健
室
等　

45
㎡

・
旧
現
和
中
学
校（
現
和
２
９
２
２
番
地
）

　

旧
配
膳
室　

66
㎡

※
教
室
等
の
状
況
は
、
各
施
設
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
旧
古
田
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
古
田

校
区
が
地
域
活
性
化
拠
点
施
設
と
し
て

利
活
用
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま
す

の
で
、
応
募
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

【
応
募
方
法
】

　

応
募
用
紙
（
財
産
監
理
課
備
付
）
に

必
要
書
類
を
添
え
て
、
郵
送
ま
た
は
ご

持
参
の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
応
募
資
格
】
市
税
等
の
滞
納
が
無
い
者

【
受
付
期
間
】12
月
１
日（
木
）〜
28
日（
水
）

【
契
約
開
始
日
】
平
成
29
年
４
月
１
日

【
利
活
用
条
件
】

①
近
隣
地
区
や
住
民
等
に
迷
惑
を
及
ぼ

さ
な
い
利
用
と
し
ま
す
。

②
校
舎
の
利
用
を
基
本
と
し
ま
す
。

③
施
設
等
は
現
状
で
の
貸
し
出
し
と

し
、
風
水
害
等
に
よ
る
破
損
の
修
繕
に

も
応
じ
な
い
こ
と
と
し
ま
す
。
ま
た
、

耐
震
診
断
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

　

市
で
は
、
環
境
美
化
に
つ
い
て
の
関

心
と
理
解
を
深
め
、
き
れ
い
で
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
毎
年

５
月
と
12
月
の
第
３
日
曜
日
を
「
環
境

美
化
の
日
」
と
定
め
ま
し
た
。

　

環
境
美
化
の
日
は
、
市
内
全
域
で
美

化
活
動
（
５
月
：
市
民
一
斉
海
岸
清
掃
、

12
月
：
市
民
一
斉
道
路
清
掃
）
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
ご
家
族
、
ご
近
所
の
皆

必
要
と
判
断
す
る
方
は
、
利
用
者
の
負

担
で
行
う
こ
と
と
し
ま
す
。

④
施
設
等
の
改
修
及
び
解
体
等
に
係
る

経
費
は
、
利
用
者
の
負
担
と
し
ま
す
。

⑤
施
設
の
お
け
る
光
熱
水
費
、
維
持
管

理
費
等
は
利
用
者
の
負
担
と
し
ま
す
。

⑥
利
用
期
間
は
、
西
之
表
市
条
例
及
び

規
則
に
則
の
っ
と
り
対
応
し
ま
す
。

⑦
利
用
賃
借
料
は
、
別
に
定
め
る
も
の

と
し
ま
す
。

⑧
そ
の
他
の
条
件
に
つ
い
て
は
、
応
募

者
と
の
協
議
を
行
う
こ
と
と
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
財
産
監
理
課
管
理
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
８
４



　

12
月
18
日
（
日
）
環
境
美
化
の
日
に
、

例
年
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
「
市
民
総

参
加
に
よ
る
道
路
清
掃
（
地
域
道
路
の

空
き
缶
等
拾
い
）」
を
計
画
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
道
路
清
掃
を
通
し
て
、
ポ
イ

捨
て
や
不
法
投
棄
等
を
な
く
し
、
き
れ

い
で
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

清
掃
を
行
う
際
は
、
危
険
箇
所
や
交

通
安
全
に
十
分
気
を
付
け
て
、
無
理
の

な
い
作
業
を
し
ま
し
ょ
う
。（
中
学
生

以
下
は
、
保
護
者
同
伴
か
地
域
育
成
会

単
位
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。）

【
日
時
】
12
月
18
日
（
日
）
９
時
〜
10
時

※
雨
天
中
止
（
中
止
の
場
合
は
防
災
行

政
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

【
場
所
】
お
住
ま
い
の
周
辺
道
路
（
集

落
単
位
で
お
願
い
し
ま
す
。）

【
作
業
要
領
】
清
掃
作
業
で
回
収
し
た
空

き
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
は
、
事
前
に

地
域
に
配
布
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
作
業
用
の
ご
み
袋
に
、可
燃
ご
み
（
白

色
の
ご
み
袋
）
と
不
燃
ご
み
（
赤
色
の

ご
み
袋
）
を
分
別
し
て
入
れ
、
清
掃
終

了
後
に
指
定
さ
れ
た
場
所
（
公
民
館
等
）

に
持
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
道
路
上
に
放
置
す
る
と
回
収
さ
れ
ま

せ
ん
。

※
種
子
島
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
受
け
入
れ

な
い
物
は
、
回
収
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

（
不
法
投
棄
さ
れ
た
廃
棄
家
電
等
の
う

ち
リ
サ
イ
ク
ル
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
テ
レ
ビ
・
エ
ア
コ
ン
・
冷
凍
冷
蔵
庫
・

洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
、
パ
ソ
コ
ン
等
）

　

詳
し
く
は
、
各
家
庭
に
配
布
し
て
あ

る
「
ご
み
分
別
の
手
引
き
」
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

※
当
日
の
草
払
い
に
よ
る
ご
み
な
ど
は

回
収
し
ま
せ
ん
。
地
域
で
処
理
を
お
願

い
し
ま
す
。（
伐
採
木
・
剪
定
枝
・
竹
・

草
は
旧
牧
之
峯
不
燃
物
埋
立
地
内
の
仮

置
場
で
受
け
入
れ
ま
す
の
で
、
持
ち
込

む
場
合
は
分
別
し
て
搬
入
し
て
く
だ
さ

い
。
受
入
時
間
帯
は
日
曜
日
は
、
９
時

〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
17
時
、
平
日
は

13
時
〜
17
時
で
す
。）

※
軍
手
は
各
自
で
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
市
民
生
活
課
環
境
安
全
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１

　

内
線
３
０
３
・
３
０
４

　

ご
み
の
収
集
は
、
12
月
31
日
（
土
）

か
ら
１
月
３
日
（
火
）
ま
で
休
業
し
ま

す
。
休
業
中
に
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
ご
み
を
放
置
し
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
年
末
の
大
掃
除
な
ど
で

出
る
多
量
の
ご
み
に
つ
い
て
は
、
種
子

島
清
掃
セ
ン
タ
ー
等
に
直
接
持
ち
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

　

年
末
年
始
は
、
下
記
の
日
程
で
受
け

入
れ
ま
す
。
通
常
と
は
異
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

《
し
尿
の
く
み
取
り
に
つ
い
て
》

　

年
末
は
、
し
尿
の
く
み
取
り
依
頼
が

集
中
す
る
た
め
、
ご
希
望
の
日
に
出
来

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
12
月

10
日
（
土
）
ま
で
に
お
申
込
み
い
た
だ

か
な
い
と
、
１
月
４
日
（
水
）
か
ら
の

く
み
取
り
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
年
末
年

始
に
向
け
た
計
画
的
な
申
込
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
し
尿
く
み
取
り
申
込
先

　

西
之
表
清
掃
社
℡
２
２
‐
１
６
２
０

　

土
曜
・
祝
日
／
午
前
中
の
み
営
業

　

日
曜
／
休
み

～ 12/30（金） 12/31（土） 1/1（日）
～ 1/3（火）

種子島清掃センター
℡ 28‐3310
（有料）

日　　　休み
月～土　8:30 ～ 17:00
※12/18（日）はボランティア清掃
ごみのみ受入れ

8:30 ～ 12:00 休み

種子島クリーン産業
℡ 23‐5005
（無料）

日　　　休み
月～土　9:00 ～ 12:00
　　　  13:00 ～ 17:00

8:30 ～ 11:30
1/1（日）
～ 1/4（水）
休み

旧牧之峯不燃物埋立地
（無料）

日　　　9:00 ～ 11:30
　　　  13:00 ～ 17:00
月～土  13:00 ～ 17:00

9:00 ～ 11:30 休み

さ
ん
を
は
じ
め
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
市
民
生
活
課
環
境
安
全
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
３



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

11111
  5
～ 6

11111
  5
～ 6



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

11111
５

10100
21

】　※１位～ 3位のみ、敬称略　※（  ）内は出場校区
種目 優勝 準優勝 ３位

校区対抗団体 国上 榕城 A 現和

個　

人

小学３年 坂元  優心（現和） 曽木  瑞樹（国上） 鮫島  慎吾（榕城）

小学４年 栁  賢士朗（榕城） 名越  楓人（榕城） 小川  優人（現和）

小学５年 坂元  翔聖（榕城） 小倉  隆貴（榕城） 石山  昂（下西）

小学６年 伊豆元  優寿（住吉）羽生  功生（榕城） 榎本  太陽（現和）

中学１年 奥﨑  大希（国上） 德永  卓也（榕城） 小倉  良貴（榕城）

中学２年 戸川  大夢（国上） 羽生  大渡（榕城） 羽生  健人（榕城）

中学３年 吉元  倫（下西） 荒河  翼（国上） 日高  航平（住吉）

一般の部 奥﨑  雄祐（国上） 大﨑  卓二（榕城） 園田  和樹（現和）



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

101000
26



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

10100
16

10100
５

101000
11



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

101000
30

10100
29
 ~30

11111
９

101000
13



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

☞

1010000
20

1010000
18

第115弾
種子島の旬の食材をおいしく食べよう！



■申込・問い合わせ先
　たねがしまロケットマラソン大会事務局
　（南種子町役場企画課内）
　℡ 26-6065（FAX 兼用）・℡ 26-1111（内線 173）
　ホームページ　http://rockemara.jp/

期日：２０１７. ３. １２（日）
会場：種子島宇宙センター（メイン会場）

申込期間：２０１６. １２. １（木）
　　　　　　～２０１７．１. ２７（金）
市役所経済観光課備付の申込用紙に、必要事項を記入してお申し込みください。（※当日消印有効）

フルマラソン /ハーフマラソン
10ｋｍ /  3 ｋｍ /  2 ｋｍファミリー

　

西
之
表
市
長
及
び
西
之
表
市
議
会
議

員
の
任
期
が
、
平
成
29
年
２
月
18
日
に

満
了
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
う
一
般
選
挙

が
、
次
の
選
挙
期
日
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

【
選
挙
告
示
日
】

　

平
成
29
年
１
月
22
日
（
日
）

【
選
挙
期
日
（
投
開
票
日
）】

　

平
成
29
年
１
月
29
日
（
日
）

【
期
日
前
投
票
（
不
在
者
投
票
）】

■
期
間

　

平
成
29
年
１
月
23
日
（
月
）
か
ら

　
　
　

１
月
28
日（
土
）ま
で（
６
日
間
）

■
時
間

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

■
場
所

　

市
役
所
１
階　

市
民
お
き
が
る
〜
む

選
挙
期
日
と
立
候
補
予
定
説
明
会
の
ご
案
内

　

西
之
表
市
長
選
挙
及
び
西
之
表
市
議

会
議
員
選
挙
立
候
補
予
定
者
説
明
会

を
、
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

【
立
候
補
予
定
者
説
明
会
】

■
期
日

　

平
成
28
年
12
月
20
日
（
火
）

■
時
間

　

午
後
１
時
30
分
か
ら

■
場
所

　

市
役
所
３
階　

庁
議
室

※
説
明
会
当
日
は
、
立
候
補
届
出
書
用

紙
等
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
印
鑑
を
必

ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
（
市
役
所
３
階
）

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
７
７



■
問
い
合
わ
せ
先　

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　
　

℡
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

市
役
所
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係

　
　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

あ
な
た
の
気
に
な
る
年
金
記
録

〜
も
う
一
度
、
ご
確
認
を
〜

　

持
ち
主
不
明
の
年
金
記
録
は
、
約

１
９
８
６
万
件
（
平
成
28
年
３
月
時
点
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
自
身
の
年
金
記
録

に
「
も
れ
」
や
「
誤
り
」
が
あ
る
の
で
は
、

と
ご
心
配
の
方
は
、
も
う
一
度
年
金
記
録

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

《
年
金
記
録
が
見
つ
か
り

　
　
　
　
　
　

年
金
額
増
に
な
っ
た
例
》

・
若
い
頃
に
勤
め
て
い
た
記
録
が
見
つ

か
っ
た
。

・
結
婚
前
の
旧
姓
の
記
録
が
見
つ
か
っ
た
。

・
名
前
の
読
み
方
が
誤
っ
て
登
録
さ
れ
て

い
た
記
録
が
見
つ
か
っ
た
。

《
年
金
記
録
の
確
認
の
仕
方
》

　

以
前
お
送
り
し
た
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

や
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
の
年
金
記
録
な

ど
を
ご
用
意
の
上
、「
も
れ
」
や
「
誤
り
」

な
ど
が
な
い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
未
加

入
期
間
（
共
済
組
合
員
期
間
を
除
く
）
に

つ
い
て
は
要
チ
ェ
ッ
ク
で
す
。

以
下
の
項
目
に
該
当
す
る
よ
う
な
場
合
、

記
録
の
「
も
れ
」
や
「
誤
り
」
の
あ
る
可

能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

・
学
生
で
あ
っ
た
が
、
国
民
年
金
に
加
入

◆消費に関するご相談・お問い合わせは
西之表市消費生活センター　℡ 22‐1111 内線 306

12
月
１
日
か
ら
衣
類
の「
取
扱
い
表
示
」が
変
わ
り
ま
す
！

　

近
年
、
衣
類
な
ど
の
生
産
や
流
通
は
、
海
外
と
の
取
引
が
一
般
的
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
洗
濯
で
使
用
す
る
洗
濯
機
や
洗
剤
は
多

様
化
し
、
商
業
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
技
術
も
進
歩
す
る
な
ど
、
繊
維
製
品

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
10
月
に
経
済
産
業
省
は
、
日
本
工
業
規
格

Ｊ
Ｉ
Ｓ 

Ｌ 

０
０
０
１
と
し
て
新
し
い
「
取
扱
い
表
示

記
号
」
を
制
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
消
費
者
庁

は
平
成
27
年
３
月
31
日
に
衣
料
品
の
「
取
扱
い
表
示
」

に
関
す
る
繊
維
製
品
品
質
表
示
規
定
を
改
正
し
、
平
成

28
年
12
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

し
て
い
た
。（
平
成
３
年
以
前
）

・
退
職
後
、
結
婚
し
姓
が
変
わ
っ
た
。

・
い
ろ
い
ろ
な
名
前
の
読
み
方
が
あ
る
。

・
事
情
が
あ
っ
て
、
本
来
の
生
年
月
日
と

異
な
る
生
年
月
日
で
勤
め
た
。

・
転
職
の
た
び
に
、
年
金
手
帳
が
発
行
さ

れ
た
。

・
勤
務
先
の
会
社
が
、
そ
の
後
合
併
、
社

名
変
更
、
倒
産
し
た
。

・
保
険
の
外
交
員
、
期
間
工
と
し
て
勤
め

て
い
た
。

《
年
金
記
録
が
手
元
に
な
い
と
き
》

①
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、「
ね

ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
登
録
し
、
年
金
記
録

を
確
認
す
る
。

②
市
役
所
国
民
年
金
係
で
、「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」
の
年
金
記
録
を
入
手
す
る
。

※
印
鑑
・
運
転
免
許
証
や
保
険
証
（
本
人

確
認
の
た
め
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

③
出
張
年
金
相
談
会
（
毎
月
開
催
／
11
月

29
日
・
30
日
、
12
月
20
日
・
21
日
）
で
、

年
金
記
録
を
確
認
す
る
。
ま
た
、
ご
自
身

で
、
記
録
の
「
も
れ
」
等
を
見
つ
け
た
場

合
も
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①「基本記号」と、「付加記号」や「数字」の組み合わ
せで構成されています。
　【５つの基本記号】
家庭洗濯 漂白 乾燥 アイロン クリーニング

　【付加記号と数字】
　《強さ》基本記号の下に付加
　　　　  線なし…通常の強さ
　　　　  「線（―）」が増えるほど作用は弱くなります
　《温度》基本記号の中に付加
　　　　  タンブル乾燥やアイロンの温度は「点（・）」で
　　　　表します。数が増えるほど温度は高くなります。
　　　　  数字は家庭洗濯での洗濯液の上限温度です。
　《禁止》「×」基本記号と組み合わせて、禁止を表します。

②記号の種類が 22 種類から 41 種類に増え、より細や
かな表示に変わります。

③参考情報が簡単な用語で付記される場合があります。
　　　　　　（付記用語）

④表示は、取扱い方の上限を表しています。

衣
類
の
新
し
い
「
取
扱
い
表
示
」
で
上
手
な
洗
濯
！

　

豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
記
号
の
意
味
を
理
解
し
て
、
適
切
に

衣
類
を
取
り
扱
う
こ
と
が
大
切
で
す
。「
取
扱
い
表
示
」
を
理
解
し
て
、

洗
濯
上
手
に
な
り
ま
し
ょ
う
。



■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
７

今回は
６講座
紹介！



Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
31
号
機

　
　
　
　
　
　
　

打
上
げ
成
功
！

平
成
2 8
年
度

西
之
表
市
い
じ
め
防
止

啓
発
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

　

11
月
２
日
（
水
）
15
時
20
分
、
静

止
気
象
衛
星
「
ひ
ま
わ
り
９
号
」
を

搭
載
し
た
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
31
号

機
が
、
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら

打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ロ
ケ
ッ
ト
は
計
画
通
り
に
飛
行

し
、
打
上
げ
約
27
分
51
秒
後
、「
ひ

ま
わ
り
９
号
」
を
正
常
に
分
離
し
た

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
「
ひ
ま
わ
り
９
号
」
は
、
現
在
運

用
さ
れ
て
い
る
「
ひ
ま
わ
り
８
号
」

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
し
て
、
軌
道

上
に
配
備
さ
れ
ま
す
。
万
が
一
故

障
し
た
場
合
で
も
、
観
測
が
途
切

れ
な
い
よ
う
に
軌
道
上
で
待
機
し
、

２
０
２
２
年
に
「
ひ
ま
わ
り
８
号
」

と
交
代
し
て
観
測
を
開
始
す
る
予
定

で
す
。

宇
宙
科
学
技
術
館
が

　
　
　
　

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
！

　

宇
宙
科
学
技
術
館
で
は
、
12
月
上
旬

か
ら
来
年
３
月
上
旬
に
か
け
て
、
館
内

を
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
致
し
ま
す
。
な

お
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
に
伴
い
、
一

部
見
ら
れ
な
い
展
示
物
、
立
ち
入
り
で

き
な
い
エ
リ
ア
が
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ

ま
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
致
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
「
宇
宙
科
学

技
術
館
」
に
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

年
末
年
始
の
開
館
に
つ
い
て

　

今
年
も
た
く
さ
ん
の
方
に
、
ご
来
館

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
年
末
年
始
は
、
左
記
の
日
程
で
運

営
致
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【年末年始の開館状況】

休館日

12/29（木）
12/30（金）
12/31（土）
1/1（日）
1/4（水）

開館日 1/2（月）
1/3（水）

※1/5（木）から通常開館
致します。

支
援

の
輪 を

広
げ

よ
う！

援

の を
広
げ

よ



校区 男 女 計 世帯数
榕城 3,768 4,196 7,964 3,979
上西 240 277 517 278
下西 1,082 1,219 2,301 1,177
国上 552 602 1,154 609
伊関 193 209 402 210
安納 202 221 423 227
現和 639 659 1,298 683
安城 145 164 309 171
立山 57 52 109 56
中割 51 51 102 61
古田 185 227 412 204
住吉 427 503 930 512

［火　災］
 出火件数　  0 件
 うち建物　  0 件
［救　急］
 出動件数　66件
 うち急病　32件

発生件数　 17 件
死 者　   0 人
負 傷 者　 22 人

（
出
生
児
）
（
性
別
）

（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

池
田　

羽う

た汰

男
直
人

美
貴

大
花
里

関　

一い
っ
し
ん心

男
浩
司

小
百
合
上
之
原

石
元　

雄ゆ
う
さ
く咲

男
孝
平

夏
美

峯

瀬
戸
口　

湖こ
は
く珀

男
明
浩

亜
由
美
榕
城
中
目

　
　

美み

ほ星

女
伸
大

愛
美

中
野

大
河　

司
つ
か
さ

男
翔
馬

朋
果

美
浜
町

山
﨑　

幸さ
ち
よ
し与

男
大
輔

由
佳

大
阪
府

荒
河　

結ゆ

い衣

女
陽
介

幸
恵

国
上
中
目

浦
頭　

孝こ
う
た多

男
孝
充

香
織

鴨
女
町

福
島　

未み

る

く
琉
空

女
忠

美
保

村
之
町

山
下　

輝
ひ
か
る

男
貴
弘

惠
理
佳
福
岡
県

川
口　

悠ゆ
づ
き月

女
裕
次
郎
真
紀

松
畠

上
妻　

稔
み
の
る

 

男
俊
介

聡
美

野
首

［人口］
全体 15,921 人（＋    24）
男性   7,541 人（＋    19）
女性   8,380 人（＋      5）

［世帯数］
世帯（－    25）

（　）内の数字は前月比

（
氏
名
）

（
年
齢
）
（
住
所
）

砂
坂　

サ
ノ

83

松
畠

長
山　

幸
一

78

美
浜
町

永
田　

只
男

92

上
古
田

宮
里　

知
津
男

77

松
畠

園
田　

シ
ヅ
ヱ

87

松
畠

後
庵　

ス
エ

88

洲
之
崎

伊
東　

洋
一

59

浦
田

藺
牟
田　

サ
チ
子

83

田
屋
敷

伊
藤　

ス
ミ
ヱ

86

鴨
女
町

（
寄
付
者
名
）

（
住
所
）

（
故
人
名
）

八
板　

郁
子

大
里
花

八
板　

鉃
弘

田
添　

博

上
能
野

田
添　

良
子

𠮷
留　

正
文

中
西

𠮷
留　

ケ
サ

向
江　

サ
ダ
子
下
郷

向
江　

重
文

窪
田　

早
夫

二
本
松

窪
田　

ハ
ツ
キ
ク

植
村　

満
雄

川
迎

植
村　

ヒ
デ
子

靍
見　

サ
ツ
ミ
野
木
平

靍
見　

マ
ツ
エ

　

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
及
び
一
般
と
し
て
ご
寄

付
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
親
族
の
ご
芳
志
に
副
い
ま
す
よ
う
、
社
会
福
祉
の
た
め

に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
一
般
寄
附　

古
元
浩
治　

前
島
和
也

（
氏
名
）　 　
　
　
（
住
所
）

栁　

建
次　
　
　
　

兵
庫
県

　
　

＆

深
田　

み
ゆ
き　
　

天
神
町

矢
野　

明　
　
　
　

松
畠

　
　

＆

阿
部　

渚　
　
　
　

松
畠

（
氏
名
）

（
年
齢
）
（
住
所
）

燃
脇　

キ
ミ
子

85

桜
園

三
枝　

貞
子

77

鞍
勇

川
原　

光
吉

90

現
和
上
之
町

柳　

次
男

78

武
部

森
田　

真
治

56

桜
園

　

市
政
の
窓
11
月
号
18
ペ
ー
ジ
「
戸
籍
の
窓
」（
う

ぶ
ご
え
）
の
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
の
と
お
り
訂
正
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）
藤
村　

昴あ
お
し矢　

（
正
）
藤
村　

昂
矢



老
骨
の
丈
に
合
わ
せ
て
剪
定
し
年
ご
と
縮
む
垣
根
の
椿

手
の
障
害
足
は
義
足
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
野
の
花
の
よ
な
選
手
続
き
ぬ

噂
に
は
聞
き
ゐ
し
鹿
の
出
没
を
今
朝
は
親
子
が
裏
畑
駆
け
る

朝
夕
の
散
歩
の
途
中
の
木
の
影
に
息
子
は
置
き
く
る
る
手
作
り
の
椅
子

遠
き
日
に
ま
ま
ご
と
遊
び
せ
し
孫
は
ロ
ン
ド
ン
に
住
み
医
師
と
な
り
た
り

だ
れ
よ
り
も
偉
く
思
え
り
こ
の
夕
べ
こ
の
嫁
こ
の
孫
こ
の
子
ら
が
い
て

文
化
祭
の
発
表
会
に
心
お
ど
り
市
民
会
館
の
リ
フ
ォ
ー
ム
祝
う

日
中
の
厳
し
き
暑
さ
と
裏
腹
に
朝
夕
何
と
し
の
ぎ
や
す
き
か
な

種
子
島
の
風
と
光
を
そ
の
ま
ま
に
新
米
ふ
っ
く
ら
炊
き
上
が
り
く
る

ひ
と
夜
さ
の
嵐
に
ち
ぎ
れ
し
新
ち
ぢ
り
拾
い
て
そ
っ
と
両
手
に
つ
つ
む

わ
が
父
祖
の
船
を
出
だ
せ
し
赤
尾
木
の
港
城
下
に
寄
す
る
波
の
音

食
も
と
め
会
話
少
な
き
家
に
来
た
媼

お
う
な

は
笑
顔
で
饒

じ
ょ
う
ぜ
つ舌

に
な
り

走
り
寄
る
山
羊
仔
二
つ
三
つ
あ
ど
け
な
さ
抱
い
て
ほ
お
ず
る
朝
の
ひ
と
と
き

砂
吐
か
す
一
皿
の
貝
厨く

り
やべ

に
身
じ
ろ
ぐ
ら
し
く
音
の
聞き

こ

ゆ
る

雨
に
泣
き
日
照
り
に
泣
き
て
風
に
泣
き
秋
は
ひ
と
っ
と
び
冬
に
入
り
ゆ
く

今
日
も
ま
た
家
族
で
食
べ
る
飯
う
ま
し

桜
が
丘
・
岩
坪　

純
子

野
首
・
榎
元
シ
ヅ
子

中
西
・
大
木
田
松
子

洲
之
崎
・
後
庵　

キ
ク

小
牧
・
田
上　

那
枝

野
木
平
・
戸
川　

蓉
子

わ
ら
び
苑
・
徳
永　

實
江

納
曽
・
古
市　

律
子

北
九
州
市
・
宮
島　

洋
子

榕
城
中
目
・
宮
園
ム
ツ
エ

納
曽
・
八
板　

俊
輔

上
古
田
・
山
下　

和
子

本
立
・
吉
永　
　

正

本
立
・
吉
永
タ
ツ
子

中
野
・
吉
原　

昭
保

が
じ
ゅ
ま
る
教
室
・
や
す
の
り

区　分 島内産 島外産
入荷量 7トン 31 トン
38 トン （18％） （82％）
取引額 226 万円 753 万円
979 万円 （23％） （77％）

内　訳
入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏） （千円） （㎏） （千円）

野
菜
類

根 菜 類 419 312 7,046 1,508
葉 茎 菜 類 227 231 7,044 1,803
果 菜 類 298 180 1,816 988
そ の 他 5,908 829 6,915 1,488
小 計 6,852 1,552 22,821 5,787

果
物
類

かんきつ類 262 161 3,080 551
果 瓜 類 0 0 5 7
そ の 他 134 27 4,167 927
小 計 396 188 7,252 1,485

鳥卵・加工品等 84 43 852 259

花　類
21,495

474
0

0
本 本

青
果
状
況
【
10
月
】

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場

℡
２
２
‐
０
２
１
６

野
菜
・
果
物
・
花
類
の
出
荷
を
ご
希
望
の
方
は
、

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
12
月
の
休
み
》
4
日
・
7
日
・
11
日
・
14
日
・
18
日
・
25
日
・

　
　
　
　
　

  　

31
日

編
集
後
記

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
１
ヵ
月
。
最
近
、
す
っ
か
り
冬

ら
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
暑
が
り
な
私
で
す
が
、
先
日

は
寒
さ
に
耐
え
れ
ず
、
押
入
れ
か
ら
ヒ
ー
タ
ー
を
引
っ
張
り

出
し
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
寒
く
な
る
の
か
と
思
っ
た
ら
…
昼

間
は
半
袖
で
も
い
い
天
気
☀
季
節
の
変
わ
り
目
は
、
服
装
を

考
え
る
だ
け
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
い

ま
す
。（
笑
）
こ
れ
か
ら
益
々
寒
く
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
も

体
調
に
は
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。（
莉
）

　

市
政
の
窓
11
月
号
10
ペ
ー
ジ
「
ま
ち
の
わ
だ
い
」（
鹿
児
島

海
上
保
安
部
種
子
島
海
上
保
安
署
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
）
の
記

事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
次
の
と
お
り
訂
正
し
、
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。

（
誤
）
鹿
児
島
海
上
保
安
部
種
子
島
保
安
署
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー

（
正
）
鹿
児
島
海
上
保
安
部
種
子
島
海
上
保
安
署
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー

平
成
29
年

　
　

西
之
表
市
成
人
式

恩
師
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
上
映
予
定
！



■問い合わせ先
　市役所地域支援課協働推進係　℡ 22‐1111 内線 214

地産地消・種子島産木材のご利用は

種子島地区木材利用連絡会会員

島内3社、直営製材工場にて
各種サイズの製材に対応い
たします。
日曜大工もお気軽にご利用
ください。

種子島森林組合

ハマモト産業

自動カンナ導入
セルフにて使用可

本　　所 22－1123
直営販売所 23－0663
22－0240 総合建築資材取扱

牛  嶋  産  業 22－0296 総合建築資材取扱

種 子 島 森 林 組 合 よ り種 子 島 森 林 組 合 り
果樹苗木注文受付中 !果樹苗木注文受付中 !

樹    種

柑 橘 苗

カ    キ
モモ・スモモ
ウ    メ
ク    リ

苗   令
１年生 1,100円～ 温州ミカン・ポンカン・紅甘夏

タンカン・レモン 他
富有・次郎・渋柿 他
モモ：日川白鳳  スモモ：大石早生 他
白加賀・南高 他
森早生・丹沢・国見 他

1,200円～
1,000円～
1,000円～
800円～
800円～

１年生
１年生
１年生
１年生

2年生

単  価（税込） 品　　種

※クリは２品種の混植をおすすめします。　各種品種については電話にて
お問い合わせください。尚、受付期間内でも品切れの場合があります御了承ください。

■問合せ先 ○種子島森林組合
本　　所 ℡:２２－１１２３  Fax:２２－１１２４

3 5日昇製糖工場

「ふるさと認証食品」
認定商品

「ふるさと認証食品」
認定商品


